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8 月 2 日、子どもの居場所をつくる会「SKY せ

る」は、昨年の『夢見る小学校』に引き続き『夢見

る校長先生 子どもファーストな公立学校のつく

りかた』（オオタヴィン監督・まほろばスタジオ）上

映会を開催しました。 

普通の公立学校の自由な学校運営 

長野県伊那市立伊奈

小学校では「総合探求学

習」として、ヤギを飼う

ことで国語も算数も学

ぶという教育を 60 年も前から実践しています。ヤ

ギのウンコを毎日数え、それで 10 進法を学ぶので

す。教科書は使いません。チャイムもありません。 

時間割よりも子どもの集中力を大切にしていま

す。1956年から、通知表を廃止しています。普通の

公立小学校ですが、子どもたちは「学校に来ると元

気になる」と言います。 

茅ヶ崎市立香川小学校では、2020 年に通知表を

廃止しました。通知表があると子ども同士の序列が

できてしまい、子どもの人間関係に影響を及ぼすと

考えたからです。子どもをラベリングするのではな

く、子どもファーストの評価を大切にしています。 

その他にもテストをやめた新宿区立西新宿小学

校、校則をなくした世田谷区立桜丘中学校、武蔵野

市立境南小学校は宿題をなくしました。 

子どもたちの笑顔が輝く学校運営 

校長先生には学校を運営する権限があり、公立学

校でもこうした自由な学校運営は十分可能です。た

だそこで働く教職員、何よりもそこに通う児童生徒

と保護者の理解がなければ実現できません。 

校長先生たちは教職員や保護者達と話し合いを

重ね、子どもたちの反応を見ながらこうした取り組

みをしているようでした。 

2023年度の全国の不登校児童生徒数は 34.6万人、

吉川市では 23年度が 277人、24年度は 244人でし

た。こうした中で、公立学校で子どもたちが活き活

きと学ぶ姿がとても印象的な映画でした。 

柏市では校長会で上映会！ 

上映会には柏市の小学校の教頭先生も参加して

くださいました。柏市ではなんと校長会でこの映画

を観たとのこと。教頭先生は校長会には参加できな

いので、上司の校長先生がぜひ観てくるようにと送

り出してくれたそうです。子どもファーストで、子

どもたちが活き活きと学ぶことのできる学校が増

えて行ったら良いなぁと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月に行われた参議院選

挙では、「生活保護世帯の 3

分の 1は外国人」「外国人は

生活保護で優遇されている」

という言説が流されました。事実を明らかにした

いと思い、9月議会一般質問で問いました。 

市の外国人受給率は 2.36％ 

本年７月末時点における生活保護受給世帯数

633世帯の内、外国人のみ又は外国人を含む世帯

は 15世帯であり、その割合は 2・36％との答弁

でした。 

労厚省の発表でも外国人の受給率は近年２％

台で推移し、2023年度も 2.9％です。吉川市でも

国と同様の状況であり、非常に間違った言説が流

布されたことが改めてよくわかりました。 

本来外国人は対象外 

昭和 25年に生活保護法が施行。その目的に「生

活に困窮するすべての国民」とあり、その対象は

法律上日本人に限定されています。生活保護を受

けられる外国人は永住者や日本人の配偶者・定住

者・特別永住者などに限られ、特定技能や技能実

習など就労に制限がある在留資格や留学などで

滞在する外国人は対象外です。 

ではなぜ外国人の方が生活保護を受給できる

のか、制度的な根拠を問いました。 

昭和 29年厚生省の通知 

子ども福祉部長は、昭和 29年厚生省社会局長

通知項目３の原文をそのまま読み上げました。 

⚫ 終戦前より国内に在留する朝鮮人・台湾人は

従来日本の国籍を有していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 講和条約の発効によって初めて日本国籍を

喪失した 

⚫ 講和条約発効前は日本国民として法の適用

を受けていた 

⚫ 条約発効後も従来のまま日本に在留する者

多く、生活困窮者の人口に対する割合も著し

く高い 

⚫ 種々の外交問題が解決していない以上外交

機関より救済を求めることが現在のところ

全く不可能である 

⚫ かかる朝鮮人・台湾人の保護については一般

外国人と同様に複雑な手続きを取ることは

何ら実益を期待できないので、特にその取扱

いを一般外国人と逸にし、保護の措置に関す

る手続きを簡素化した 

この通知に基づき行政措置として対応してい

るとの答弁でした。 

植民地支配の歴史との深い関係 

戦前、日本は台湾・朝鮮を植民地支配していま

した。当時日本に徴用で連行されたり、働きに来

ていた台湾人・朝鮮人がたくさんいました。戦争

が終わってもそのまま日本に留まった方々が、雇

用や年金制度などで日本人と差別され、生活が困

窮し生活保護に至っているケースが多い・・・。

それが事実だと思います。 

 こうした歴史を認識しないまま外国人を排斥

する言説が流されたこと、残念でなりません。 
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映画『夢見る校長先生』上映会 by SKY せる 

」 

yo 

 きよみの暮らし  
『風のマジム』という映画を観ました。沖縄を舞台とした原田マハさんの同名小説（講談社）を映画化し

たもので、主演は伊藤沙莉さんです◆行きつけのバーでラム酒を呑み、その魅力に取りつかれた主人公は

ラム酒の原材料がサトウキビと知りました。サトウキビは沖縄の名産品なのにラム酒は輸入物しかなく、

なぜ沖縄産のラム酒がないのかと疑問を抱いたところから物語が始まります。沖縄産のラム酒を作りたい

と契約社員だった主人公が南大東島産のラム酒づくりを成功させ、酒造会社の社長へと転身していく物語

でもあります。実話に基づく映画とのことですが、とても気持ちの良い作品でした◆以前パートナーはカ

クテルづくりにハマり、我が家にはカクテルグッズと共にいつも様々なお酒がありました。ホームパーテ

ィを開くと、最後の締めはパートナーが振舞うカクテルでした。ラム酒をベースに、オレンジキュラソー

やブルーキュラソーとあわせたカクテルはとってもきれいでお洒落でした◆調べてみると国産のラム酒は

南大東島を皮切りに、今では沖縄の各地で作られているようでした。飲んでみたいなぁと思 

って、酒屋さんに行く度に探していますがなかなか見つかりません。Amazonでは売ってい 

るようですが、それでは何となく味気ないような気がしてしまいます。酒屋さんで買って呑 

みたいのです。沖縄産ラム酒を呑む日を心待ちにする、今日この頃の私です。 

間違いだらけの外国人の生活保護批判 

生活相談 

どんなことでも、 

気軽にお電話ください。 

０９０－５８０２－２５１６ 
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 7 月に開催された自治体

学校で、昨年ノーベル平和賞

を受賞した日本原水爆被害

者団体協議会（被団協）代表

委員の田中熙巳さんの講演

を聞きました。簡単にご紹介します。 

実は軍人を目指していた 

田中さんのお父さんは軍人で、お父さんの仕事の

関係で田中さんは満州で生まれました。5 歳の時に

お父さんが急死し、田中さんは長崎にご両親の兄弟

姉妹を頼って引き上げてきました。田中さんは将来

は軍人になるつもりだったし、もし戦争に負けたら

米兵と刺し違えて死ぬつもりだったそうです。 

中学一年生で被爆 

長崎に原爆が落とされた時、田中さんは中学１年

生でした。田中さんの自宅は爆心地から 3.2キロほ

ど離れていたそうです。自宅と爆心地との間に金毘

羅山があり、本来の標的は自宅の近くだったはずで

すが実際には金毘羅山の向こう側が爆心地となり、

被害が少なくて済みました。 

 原爆が投下された時、田中さんは寝転がって本を

読んでいました。突然周りが真っ白になり、田中さ

んは自宅のガラスの下敷きになりました。爆風が家

の中を突き抜けタンスなどを倒しましたが、ガラス

が一枚も割れなかったので田中さんは軽傷で済み

ました。 

原爆の残忍さ 

上空で爆発しているので木造家屋はペシャンコ。

家屋の中にいて梁や家具の下敷きになり、その後延

焼に吞み込まれ、生きたまま焼かれて亡くなってい

った人が何千人、何万人といました。火災は 1.5～

２キロの間の木造家屋のあちこちに火を付け、それ

が延焼していって本当の「灰」になってしまったの

が町の姿でした。 

 放射線は身体を突き抜け、その細胞を壊し、染色 

 

 

 

体などの遺伝子を壊し、それが子どもたちに影響し

ていきました。外にいた人たちは熱戦で大やけどを

しました。こうしたことが瞬時に起こりました。一

瞬にして何千何万人のいのちが奪われました。 

こんな兵器を使ってはいけない！ 

将来軍人になろうと思っていた田中さんは、戦争

も武器を使って殺し合いもやむを得ないと思って

いました。しかし原子爆弾の結果を見て、「こんな兵

器は戦争で絶対に使ってはいけない」と思いました。 

 田中さんは子どもながらに「市民を狙った武器を

使ってはいけない」という国際条約があることを知

っていました。焼夷弾も市民を標的にしているので、

本来は国際法に違反する行為です。しかし原爆は焼

夷弾の比ではありません。何の予告もなしに一瞬に

家の下敷きにして焼き殺すか、野外にいた人は熱線

で大やけどを負わせます。兵器とは言えないし、も

し「兵器」というのであれば通常の兵器とは全く「質」

が違います。 

絶対に戦争をしてはいけない‼ 

爆心地 400mと 700mに母親の姉と

父親の姉が住んでいました。満州から

引き揚げてくるときに頼った方々で

す。母親の姉と孫は真っ黒こげにな

り、お祖父さんは大やけどを負って４～５日後に亡

くなりました。伯父は火傷も何もなかったのですが、

助けを求めに行った先で倒れて亡くなりました。５

人の身内が亡くなる状況を目の当たりにしました。 

 川など水たまりのあるところには何十人という

人たちが水を求め、そこで亡くなり、何百人という

人たちが無残な格好で殺されている姿を目の当た

りにしました。それが今日も被団協の仕事をする根

本的な理由だと思っています。 

 核兵器は絶対に使ってはいけないということを、

それを目撃して生き残った被爆者たちはみな言い

続けてきました。そして言い続ける人たちを結集さ

せてきたのが被団協です。絶対に、戦争してはいけ

ません。 

 

 

精神科通院医療費助成へ 

身体障害者手帳１～3 級は医療

費助成の対象ですが、精神障害

者福祉手帳は1級でなければ助

成対象外です。1 級の方でも精

神科病棟への入院医療費は対象外です。 

 このような状況の中で 2018 年 12 月埼玉県議

会に家族会から「精神障害者保健福祉手帳２級所

持者を重度心身障害者医療費助成制度の対象と

するよう求める請願」が提出され、全会一致で採

択されました。吉川市議会でも21年3月議会で、

同様の意見書が賛成多数で可決しました。 

 9月議会に 2級所持者の精神科通院医療費の自

己負担分を助成する議案が提出され、全員一致で

可決しました。家族会の願いの一部が実現したこ

とを嬉しく思います。 

課題が残されている 

 今回実現したのは、家族会の願いの一部に過

ぎません。統合失調症の方は糖尿病発症リスク

が非常に高いと言われていますが、その治療の

ための医療費は助成対象外です。入院医療費、

特に精神科病棟への入院医療費も対象外です。 

 精神保健福祉手帳２級所持者の多くは、安定

して働き続けることが困難で、経済的に困窮し

ている世帯が多いのが現状です。また当事者の

家族も高齢化し、医療費の負担も重くのしかか

っています。内科通院や精神科病棟への入院医

療費についても、更なる検討を求めます。 

2級所持者のタクシー券・ 

自動車燃料チケット廃止へ 

9月議会では「吉川市介護福祉総合条例」

の改正が提案され、精神障害者保健福祉手

帳 2級所持者へのタクシー利用料と自動車

燃料チケットの交付を今年度いっぱいで廃

止とすることが共産党吉川市議団以外の賛

成で可決してしまいました。 

 

 

 市はその理由を、①精神保健福祉手帳２

級所持者が増大している②精神障害者への

タクシー券・自動車燃料チケットは県内７

割の自治体が１級所持者のみを対象として 

おり、２級所持者までを対象としている自

治体は３割に過ぎないと挙げました。 

「にも包括」に逆行 

年をとっても、障害を負っても、可能な限り

住み慣れた地域や自宅で日常生活を送ることが

できるように、「地域包括ケアシステム」が推進

されています。厚労省は「精神障害にも対応し

た地域包括ケアシステム」（にも包括）の推進を

提起しています。 

 今年 3月議会での私の一般質問に対し、市は

「適切なサポートがあって、できるだけ身近な

地域で暮らしていくことができるような社会に

していくこと、それがまさにこの「にも包括」

に求められている役割」「そのようなシステムを

できるだけ早く構築できるように努めていく」

と答えました。 

 2級の方のタクシー券は通院のために使用さ

れている方も多く、外出等社会生活を支える大

切な支援でした。支援の後退は「にも包括」に

逆行し、非常に残念な後退だと思います。 

日本被団協代表委員 田中熙巳さんの講演を聞きました 前進と後退！精神障害者保健福祉手帳 2 級所持者への支援 

女性の「健康」と「権利」学習会 

日時：11月８日（土）13：30～16：00 

場所：おあしすミーティングルーム４ 

講師：石原 燃（劇作家・小説家） 

参加費：500 円 

DVD上映会 

日時：11月９日（日）13：30～16：00 

場所：おあしすセミナールーム 

信越放送平和ドキュメンタリーを視聴し、語

り合う企画です。ぜひご参加ください。 


